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第
４
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
捷
か
ら
　
日
昇
ま
で

２０

の
　
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

１６
　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
の

２２

決
算
審
査
を
３
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
補
正
予
算
、
ま
た
、
議
員
発
議
１
件
、

２３

追
加
議
案
１
件
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自然エネルギー政策の更なる推進を（太陽光発電システム）

議会　　だより議会　　だより
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、

政
府
は
電
力
の
安
定
供
給
を
図
る
と
共
に
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
推
進
し
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
立
場
か
ら

事
故
の
早
期
収
束
、
放
射
能
被
害
の

拡
大
を
く
い
止
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り

要
望
す
る
。

１
坩
安
全
神
話
が
崩
壊
し
た
全
国
　
か
所

17

　
基
の
原
発
を
総
点
検
し
、

54原
発
依
存
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
へ
の

転
換
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
坩
「
原
発
」
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に

関
す
る
す
べ
て
の
被
害
の
補
償
は
、

電
力
会
社
の
責
任
を
明
確
に
し
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
解
決
す
る
こ
と
。

３
坩
放
射
能
汚
染
か
ら
国
民
の
健
康
を

守
る
た
め
徹
底
し
た
調
査
、
迅
速
な
除
染
、

万
全
な
健
康
管
理
の
保
障
と
体
制
を

国
の
責
任
で
行
う
こ
と
。

（
本
文
よ
り
抜
粋
）

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
及
び

国
民
の
安
全
を
求
め
る
意
見
書
」　

国
へ
提
出

議
員
発
議
！

９
月
定
例
会

もくじ

自然エネルギー政策意見書　国へ提出Ｐ１０

平成２２年度の実施事業Ｐ１１

緊急震災対策・安全安心メール・

南中新校舎工事・上水道事業　他

一般質問Ｐ１２

・愛される公園づくりの方策は

・「脱原発」で町民に安全・安心な町づくりを

・子ども・子育て新システムへの対応は

・地域活動支援センター授産支援の取り組みは

Ｐ１３

決算審査Ｐ１４

防犯灯ＬＥＤ化・循環バス・防災ＦＭ放送　他

国保税引下げ・小中学校耐震化・がん検診　他

公園遊具・中小企業融資・ごみ焼却場　他Ｐ１５

総括質疑

「町政転換の取り組みは」「町財政は健全か」
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議会

だより

【南中学校校舎改築事業】２億６，９０４万５，４４５円

新校舎は平成２３年中に完成予定です。

【がん検診事業】３，５４２万４，９９１円

着実に成果をあげています。

【文化財保護事業】１，１１９万１，６４０円

事業費の一部で、 中 　 平  四  郎 の彫刻と 長  野  大  原 の絵画を購入しました。
なか へい し ろう なが の たい げん

【住民基本台帳ネットワーク事業】７１６万９，９６３円

この事業整備により、外国人を含めた人口動態などがはっきりします。

【道路維持事業】５，７７５万５，４０８円

安全で快適な町道の維持・整備を推進しています。

【上水道事業】６億１，３３３万５，９２３円

町の水道水からは放射性物質は検出されていません。安心です。

□臨時予算を要さなかった事業

・避難所の開設（町内４か所に設置　受け入れ総数

１５３人）

・被災地支援（非常用備蓄食糧・飲料水で対応）

□臨時予算を要した事業

・浄配水場非常用自家発電機燃料購入…８９万９，９８８円

　停電時の断水を防ぐために使われた経費です。これ

により水道水は安定供給されました。

・県外被災者受け入れ体制整備…７９万６７９円

　公民館南別館の応急改装などに要した費用です。

東日本大震災対応関連事業

着々と進む教育環境整備（南中新校舎）

誰でも安心して飲める水道水

平成２２年度の実施事業

■総務企画

■福祉文教

■都市環境

数多くの事業の中から一部掲載（金額はすべて２２年度の決算額）

【安全安心メール事業】３万７，８００円

震災時にも役立つなど、少ない予算で大きな成果が期待できます。

【町ホームページ事業】２１８万０，７４５円

全面リニューアルとタイムリーな情報提供により、アクセス件数も

大幅に増加しました。

【国際交流事業】１１４万円

低予算で計画事業が継続実施できるのは、長期事業ならではです。

安全安心メール登録方法
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議会

だより

　
い
ず
み
緑
道
な
ど
、

樹
木
の
高
木
化
に
よ

り
、
陽
の
当
た
ら
な
い

密
林
化
し
た
公
園
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
防
犯

上
や
交
通
安
全
の
面
で

問
題
が
あ
り
、
樹
木
の

生
育
に
も
影
響
し
、
維

持
管
理
経
費
も
増
大
し

ま
す
。
間
引
き
な
ど
の

抜
本
的
な
対
策
を
望
み

ま
す
。

　
ま
た
、
街
区
公
園
に

つ
い
て
は
、
場
所
に

よ
っ
て
雑
草
対
策
な
ど

の
維
持
管
理
面
で
温
度

差
が
見
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
身

近
な
公
園
を
、
地
域
の
人
た
ち

で
考
え
、
地
域
の
人
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
の
シ
ス

テ
ム
構
築
を
求
め
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
空
間
を
維
持
し
つ

つ
、
よ
り
安
全
で
親
し
ま
れ
る

公
園
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

密
植
し
て
い
る
樹
木
の
生
育
に

も
考
慮
し
た
管
理
が
必
要
で
あ

り
、
間
引
き
な
ど
を
含
め
前
向

き
に
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
で
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ

る
公
園
に
す
る
た
め
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
力
を
合
わ

せ
、
協
働
で
公
園
管
理
を
進
め

る
働
き
か
け
や
し
く
み
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

河
田
敏
勝
議
員

町
長

明るい公園づくりを（いずみ緑道）

一般質問

敢
原
発
の
安
全
神
話
が
完
全
に

崩
壊
し
ま
し
た
。町
長
の
「
脱

原
発
」
や
安
全
安
心
な
町
づ

く
り
に
対
す
る
考
え
は

柑
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の

財
源
確
保
策
と
町
の
活
性
化

対
策
は

敢
原
子
力
発
電
に
頼
ら
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
、「
原
発
ゼ

ロ
」
に
向
け
て
国
へ
働
き
か

け
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
の
普
及
促
進
や
大

規
模
太
陽
光
発
電
施
設
（
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の
導
入
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

放
射
線
量
の
計
測
は
定
期
的

に
行
い
町
民
に
知
ら
せ
ま

す
。
平
和
に
対
す
る
意
識
高

揚
を
図
る
写
真
展
・
平
和
展

も
今
後
検
討
し
ま
す

柑
税
の
収
納
率
向
上
と
土
地
な

ど
の
町
有
財
産
の
売
却
を
行

い
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
」
の
調
査
検
討
を
は

じ
め
、
住
み
た
い
町
づ
く
り

に
全
力
を
あ
げ
ま
す

渡
邉　

明
議
員

安心して住める町に（放射線量の測定）

Ａ
　
協
働
で
進
め
る
し
く
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す

Ｑ
　
愛
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
の
方
策
は

Ａ
　
住
み
た
い
町
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
ま
す

Ｑ
　
「
脱
原
発
」で
町
民
に
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を

町
長
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群
馬
県
で
「
輝
け
る
子
ど
も

の
命
と
笑
顔
を
切
り
開
こ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
第
　
回
全

４３

国
保
育
団
体
合
同
研
究
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
検
討
会
議
に
お
い
て
、「
平

成
　
年
に
必
要
な
法
律
改
正
を

２３

行
い
、
平
成
　
年
に
新
制
度
を

２５

実
施
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ

た
」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
公
的
保
育
制

度
を
解
体
し
保
育
を
市
場
化
す

る
新
シ
ス
テ
ム
が
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
な
り
、
急
を
要
す
る
運
動

の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
実
施
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
ま
す
か
。

　
新
シ
ス
テ
ム
が
執

行
さ
れ
た
あ
か
つ
き

に
制
度
的
矛
盾
が
露

出
す
る
こ
と
は
多
々

あ
り
ま
す
。
行
政
と

し
て
そ
ぐ
わ
な
い
制

度
で
あ
れ
ば
、
反
対

す
る
こ
と
に
や
ぶ
さ

か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
き
る
だ
け
力

を
注
ぎ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

金
子
光
国
議
員

子育て環境の充実を（北保育園）

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
現
在
、
請
負

作
業
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
、

野
菜
づ
く
り
、
お
菓
子
づ

く
り
な
ど
の
授
産
活
動
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
景
気
悪
化
な

ど
に
よ
り
請
負
作
業
の
仕

事
の
確
保
は
、
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
食
用
廃
油
を
活
用
し
た

固
形
石
け
ん
や
粉
石
け
ん

づ
く
り
な
ど
の
新
た
な
授

産
支
援
に
つ
い
て
、
前
向

き
に
検
討
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

事
業
は
、
景
気
低
迷
の
影
響
を

受
け
、
企
業
か
ら
の
受
注
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
町
が
プ
ラ
ン
ト
を
用
意
し

て
、
廃
油
を
利
用
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
の
製
造
販
売
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
廃
油
処
理

用
の
独
自
の
作
業
棟
新
設
や
、

劇
薬
を
扱
う
た
め
、
し
っ
か
り

し
た
管
理
体
制
、
ま
た
、
製
造

過
程
も
含
め
た
安
全
管
理
要
員

の
整
備
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課

題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

いろいろな授産支援を（地域活動支援センター）

久
保
田
一
郎
議
員

議会

だより

町
長

町
長

Ａ
　
今
後
調
査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す

Ｑ
　
授
産
支
援
の
取
り
組
み
は

Ａ
　
で
き
る
だ
け
力
を
注
ぎ
た
い

Ｑ
　
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
は
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国
民
健
康
保
険
税
特
別
会

計
は
３
億
円
以
上
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民
健

康
保
険
税
の
引
き
下
げ
は
検
討

し
ま
し
た
か
。

今
後
の
推
移
を
見
極
め
、

平
成
　
年
度
に
は
国
民
健

２６

康
保
険
税
全
体
の
見
直
し
・
検

討
を
行
い
た
い
。

町
内
の
保
育
園
で
病
児
病

後
児
保
育
を
実
施
し
て
い

る
の
は
１
か
所
だ
け
で
す
が
、

他
の
保
育
園
な
ど
で
も
行
え
ま

す
か
。ど

の
保
育
園
な
ど
に
お
い

て
も
看
護
師
が
２
人
い
れ

ば
、
病
児
病
後
児
保
育
は
行
え

ま
す
。太

田
市
平
日
夜
間
救
急
診

療
所
事
業
の
利
用
状
況

や
、
同
事
業
へ
の
負
担
金
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

比
較
的
軽
症
な
急
病
患
者

対
象
の
事
業
部
門
で
は
、

総
利
用
者
２
４
８
１
人
の
う
ち

町
民
の
利
用
者
は
３
１
８
人
で

す
。町
の
負
担
金
は
 按
  分
  率
 で
、

あ
ん
 ぶ
ん
 り
つ

総
事
業
費
の
　
・
　

％
、
１
４

１２

８２

７
万
７
０
０
０
円
で
す
。

町
立
小
中
学
校
の
校
舎
な

ど
の
耐
震
化
工
事
は
、
ど

の
程
度
進
ん
で
い
ま
す
か
。

現
在
の
耐
震
化
率
は
全
体

の
約
　
％
で
す
が
、
南
中

６５

学
校
が
完
成
す
る
と
約
　
％
に

７０

な
り
ま
す
。
平
成
　
年
度
ま
で

２７

に
は
完
了
す
る
計
画
で
す
。

が
ん
検
診
受
診
者
が
年
々

増
加
し
、
町
民
の
主
要
死

因
も
昨
年
度
は
１
位
か
ら
２
位

に
下
が
り
ま
し
た
が
、
肺
が
ん

検
診
受
診
者
だ
け
は
減
少
傾
向

で
す
。
今
後
の
対
応
策
は
。

肺
が
ん
検
診
は
単
独
の
検

診
で
は
な
く
、
結
核
検
診

に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
手
続
き
方
法
の
改
善
や
Ｐ

Ｒ
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

議会

だより

平
成
　
年
度
の
機
構
改
革

２２

に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
制
か

ら
部
制
に
移
行
し
て
、
組
織
の

強
化
が
で
き
ま
し
た
か
。

専
門
性
を
持
っ
た
組
織
で

管
理
体
制
が
強
化
さ
れ
、

目
標
に
対
し
て
は
お
お
む
ね
達

成
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
の
全
町
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
は
、
初
期
投
資
が
約
１

億
円
か
か
り
ま
す
が
、
節
電
の

観
点
か
ら
検
討
は
し
ま
し
た
か
。

太
田
市
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
本
町
で
は
財
政
的
に

難
し
い
状
況
の
よ
う
で
す
。
投

資
効
果
も
考
え
、
今
後
調
査
研

究
し
ま
す
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で

自
主
防
災
組
織
の
活
用

や
、
町
民
へ
の
情
報
伝
達
面
で

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
。

自
主
防
災
組
織
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
今
後
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
即
応
体

制
を
整
え
た
い
。
町
民
へ
の
情

報
伝
達
は
、
町
広
報
車
や
公
民

館
、
電
子
メ
ー
ル
を
通
じ
て
行

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
防
災
無

線
も
調
査
し
て
い
き
た
い
。

町
内
循
環
バ
ス
は
乗
車
人

数
の
少
な
さ
が
目
立
ち
ま

す
が
、
デ
マ
ン
ド
方
式
バ
ス
な

ど
、
利
用
者
増
を
図
る
対
策
を

検
討
し
ま
し
た
か
。

デ
マ
ン
ド
方
式
バ
ス
が
ど

の
程
度
効
果
が
あ
る
か
、

現
在
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
放
送
事
業
は
ま
だ
ま

だ
聴
取
率
が
低
い
現
状
で

す
が
、
今
回
の
大
震
災
に
ラ
ジ

オ
が
役
に
た
っ
た
と
い
う
声
も

聞
き
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み

は
。

Ｆ
Ｍ
局
と
は
災
害
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
聴
取
率
向

上
に
向
け
た
い
ろ
い
ろ
な
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
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耐震対策万全の校舎（南中新校舎）
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町
長
は
施
政
方
針
で
「
転
換

の
時
代
」
を
強
く
感
じ
た
と
述

べ
て
い
ま
す
が
、
予
算
執
行
に

当
た
り
、
町
政
の
転
換
に
ど
う

取
り
組
み
ま
し
た
か
。

　
初
め
て
の
予
算
編
成
年
度
で

も
あ
り
、
厳
し
い
財
政
の
中
で

重
要
施
策
中
心
に
心
あ
る
予
算

執
行
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　「
３
年
連
続
し
て
実
質
単
年

度
収
支
が
赤
字
で
あ
る
こ
と
は

問
題
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い
ま

す
。
単
年
度
の
歳
入
の
範
囲
内

で
や
り
く
り
・
工
夫
す
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
見
解
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　
施
策
実
行
に
対
し
、
見
直
し

な
が
ら
停
滞
な
く
実
施
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
単
年
度
ご

と
に
は
財
政
調
整
基
金
の
切
り

崩
し
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
昔
は
確
か
「
か
く
ら
ん
」
っ

て
言
っ
て
い
た
。
今
は
「
熱
中

症
」
っ
て
言
う
ん
だ
っ
て
。

　
連
日
猛
暑
日
の
続
く
中
、
運

動
会
に
向
け
た
練
習
中
に
、
熱

中
症
で
倒
れ
病
院
に
搬
送
さ
れ

る
児
童
生
徒
の
ニ
ュ
ー
ス
が
何

度
と
な
く
報
じ
ら
れ
た
。
昔
で

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
今
起

こ
っ
て
い
る
。

　
地
震
、
津
波
、
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
で
、
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界

経
済
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
、

負
の
変
化
に
違
い
な
い
。

　
昔
か
ら
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
と
言
う
。
日
頃
か
ら
非

常
時
に
対
す
る
備
え
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
災
難
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
の
だ
か

ら
。（

編
集
委
員
　
新
井
典
夫
）

総
括
質
疑

議会

だより

　
月
定
例
会

１２
□
日
時
　
　
月
　
日
昇
　

１２

１３

午
前
　
時
～
（
予
定
）

１０

※
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
傍
聴
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事

務
局
へ
。

コ

ラ

ム

古
く
な
っ
て
危
険
な
木
製

公
園
遊
具
へ
の
対
応
は
。

木
製
遊
具
　

基
を
撤
去

２０

し
、
金
属
製
遊
具
を
９
基

設
置
し
ま
し
た
。
平
成
　
年
度

２３

末
ま
で
に
は
全
て
撤
去
の
予
定

で
す
。町

内
中
小
企
業
の
経
営
状

況
や
、
町
の
制
度
融
資
利

用
状
況
は
。

輸
出
関
連
企
業
は
円
高
な

ど
で
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
非
輸
出
関
連
企
業
は
、

ほ
ぼ
震
災
前
の
状
況
に
戻
っ
て

い
ま
す
が
、
債
務
の
返
済
は
厳

し
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
融
資
利
用
状
況
は
、
小
口
資

金
が
　
件
、
中
小
企
業
経
営
安

７１

定
資
金
が
　
件
で
す
。

３１

大
泉
町
産
業
立
地
振
興
奨

励
金
交
付
制
度
に
対
し

て
、
申
請
は
何
件
あ
り
ま
し
た

か
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
は
。

１
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
現
在
あ
る
企
業
の
動
向

に
よ
り
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
　
年
度
に
は
見
直
し
を
検

２５

討
し
て
い
ま
す
。

歩
道
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

平
成
　
年
度
は
　
か
所
で

２２

３１

工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

町
を
３
分
割
し
、
公
共
性
の
高

い
地
区
か
ら
す
す
め
て
い
ま

す
。
地
区
内
９
０
０
か
所
の
う

ち
　
・
８
％
が
終
了
し
ま
し
た
。

３９
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生

施
設
組
合
の
ご
み
焼
却
場

の
耐
用
年
数
は
何
年
ま
で
で
す

か
。
建
て
替
え
は
検
討
し
て
い

ま
す
か
。

耐
用
年
数
は
平
成
　
年
ま

２９

で
で
す
。
建
て
替
え
に
つ

い
て
は
関
係
自
治
体
と
検
討
中

で
す
。

都
市
環
境
常
任
委
員
会

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

人にやさしいバリアフリーの町づくり

渡
邉
　
明
議
員

斉
藤
町
長

村
山
博
茂
議
員

築
比
地
財
務
部
長

■
議
会
だ
よ
り
文
責

議
長
　
安
田
博
敏

【
編
集
委
員
】

委
  員
  長
　
新
井
典
夫

副
委
員
長
　
淺
野
正
己

委
員
　
田
邉
信
雄

委
員
　
山
口
　
将




